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技術ロードマップ委員会のビジョン
機械技術を始めとする工学に対する社会の期待と要請に応え、

技術の将来を予測することにより、
 社会に情報を発信するとともに社会を先導することをめざす。

部門連携を通じて、学会ロードマップの作成・維持・更新や、
今後機械学会として取り組むべき技術開発テーマの抽出・提案、

新規ロードマップの策定などを行うとともに、
成果の社会への発信、政策等への反映を図る。

社会のニーズ把握、世界における技術
開発の動向、技術の原理・メカニズムとそ
の限界の把握、経済性、産業規模、消
費者の動向、社会受容性の変化などを
総合的に検討、判断

社会と技術の関わりの中で将来どのよう
になるのかの将来像を提示することにより、
技術・研究 開発の参考になるとともに、
機械工学を始めとする工学分野のいっそ
うの進展に貢献

0. JSME技術ロードマップ委員会紹介

⚫ 委員会の活動

⚫ 委員会の役割

技術の未来を描き、社会と技術の進展をリード
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技術ロードマップ委員会軌跡と2024年度目標

2007年

本会創立 110 周年
記念事業の一環とし
て開始

2009年

2050年のものづくりに
向けた2つの将来ビジョンの
提示

「技術ロードマップから
見る 2030 年の社会」の特集号
発行

2016年

2017年

2019年

2nd JSME Seminar on 
Technology Road mapping 
for Sustainability 開催

ものづくりとひとづくりの視点
から見た2050年のあるべ
き姿の議論
(オンラインセミナー)

2020年

2022年

Future Climate-
Engineering Solutions / 
JSME Technology 
Roadmaps

コロナー以降初の対面イ
ベント：技術ロードマップ
委員会主催の ビジョン
2050ワークショップを開催

「地球環境再生に向けた持続
可能な資源循環の実現」WS
「Technology Roadmap 
for a Sustainable Future」
WS2050TRM策定

2023年

2024年

「JSMEメンバーが考える
2050年の社会像実現に向
けた技術ロードマップ」
特集掲載、社会に発信

2024年度目標：
提案している2050
社会像のレビューし、

仕込みすべき
共通・戦略技術の
抽出

0. JSME技術ロードマップ委員会紹介
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2023年度活動総括と2024年度の方針
⚫ 技術ロードマップ：未来への羅針盤を定義
⚫ 2030年の技術ロードマップレビューの重要性: 現在地を知り、次の目標への方向を定めるためのステップ。
⚫ 技術ロードマップ委員会活動の使命再確認：未来予測に留まらず、積極的に理想とすべき2050年社会像

を設計し、必要な新技術や多様な分野を統合して実現への方策を探求
⚫ 各部門での2030年のレビューを実施、1年間かけて連載実施：2030年のマイルストーン達成状況を確認
⚫ 2030年のレビューによる現状確認作業を通じて：

レビューの教訓から2050年のロードマップ設計にどのように組み込まれるべきか。
持続可能な開発、技術革新、そしてより良い社会的結果に向けてのアクションプランは何か。

⚫ 多数のWSの実施を通じて、 2050年社会像に向けた持続可能な社会への
私たちのビジョンを策定、特集掲載により、社会に発信

⚫ 2050年のビジョンを支える三つの柱の目標を設定：
持続可能な共存（Sustainable Coexistence）
包括的な接続性（Inclusive Connectivity）
調和された持続可能性（Harmonized Sustainability） ©JSME メンバーが考える 2050年の社会像

2024年度の方針：三つの柱の多角的な議論によるシナリオの蓋然性の検証と仕込むべき共通・戦略技術の抽出

0. JSME技術ロードマップ委員会紹介
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0. JSME技術ロードマップ委員会紹介
2023年度部門横断活動チーム

それぞれの分野の専門知識を活かして
分野融合による2050年の理想的な
社会像を実現するためのイノベーション
技術の探求

社会像1の部門取りまとめ

社会像3の部門取りまとめ

社会像2の部門取りまとめ
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1．2030年のレビュー 技術キーワード分析（2016年時の分析）

【基盤技術】

•信号処理
•設計技術
•基礎理論(4力)
•振動解析

【システム技術】

•MEMS
•センシング
•ハーベスタ
•メタマテリアル

【応用技術】
•スマート農業
•アディティブ
マニファクチャリング
•ナノ、ミクロ、マクロ
•マルチスケール
•免震、耐震
•弾塑性

•音響制御
•低騒音化
•非破壊診断
•ドローン
•UAV



2．技術ロードマップ：未来への羅針盤

⚫ 技術ロードマップの定義: 長期的な技術開発の計画と将来のビジョンに向けた道筋を示すツール。

⚫ なぜ技術ロードマップが重要か: 技術的変化に柔軟に対応し、持続可能な成長を促進するための戦略的アプローチ。
➢ 将来の不確実性に対して計画的に備え、持続可能な発展を目指すための道筋
➢ 技術開発の方向性を明確にし、リソースを最適に再配分

⚫ 2050の技術ロードマップの3つの柱:

日本機械学会技術ロードマップ委員会

「サステイナブルコーイグジスタンス」

「インクルーシブコネクティビティ」

「ハーモナイズドサステイナビリティ」
将来の社会像を描き、具体的な技
術開発と実践を進める道筋を示す。



3．2050年社会像に向けたビジョン 未来への計画

日本機械学会技術ロードマップ委員会

⚫ 社会像１．人間と自然，都市と地方，個人とコミュニティが長く共存される社会の課題



3．2050年社会像に向けたビジョン 未来への計画

⚫ 社会像２．多様性と包摂性が確保された次世代コミュニティによる総合地域社会の課題

日本機械学会技術ロードマップ委員会



3．2050年社会像に向けたビジョン 未来への計画

⚫ 社会像３．リアルとバーチャルの調和に基づく個人価値尊重と社会サステナビリティの融合社会の課題

日本機械学会技術ロードマップ委員会
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2．2050年社会像に向けたビジョン 技術キーワード分析
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